
【情報化学習指導案】 
 

1. 対象 ： 中学生 

2. 題材名 ： 情報モラル（メールとインターネット） 

3. 目標 ： メールやインターネットのコミュニケーション方法や注意点、迷惑メールなど 

         の対処方法について理解する。 

4. 所要時間 ： 1 時間（50 分間） 

5. 学習の流れ 
学習活動 時間 指導内容 

１．学習内容を知る。 

5 分 

→情報モラルの授業の目的を話す。 

 目的：メールやインターネットのコミュニケーション方法や 

注意点、迷惑メールなどの対処方法について理解 

する。 

２．動画の再生  

 
※広教 事例で学ぶ Net モラルより 

20 分 

→メールに関する動画を見せる。※① 

※ワークシートを配布 

 

→各個人でワークシートに記入させる。 

 

→ワークシートに書いた内容について考えを出し合い情報共有。 

自分や友達の個人情報が伝わってしまった原因を考える。 

どうしてこのようになったのか？考えを出し合う。 

３．チェーンメールと迷惑メール

について 

10 分 

→チェーンメールがどのように広がっていくか？ 

 周りの人にどんな影響があるかを考える。 

 

→迷惑メールを流す本当の目的は？ 

 迷惑メールがきたときの対処法について説明。 

４．メールでのコミュニケーション

とマナー 

10 分 

→メールのメリットとデメリットについて考える。 

 

→文字だけのコミュニケーションの難しさについて。 

 誤解を招くことになるという例を挙げて説明する。 

６．まとめ 

5 分 

→メールを利用する時の注意点をまとめる。 

 

→ 授業の感想をワークシートに記入させて回収する。 

 

6. 備考 

※① 使用ソフト ： 広教 事例で学ぶNeｔモラル 

 


